
農
業
委
員
会
で
は
、
「
令
和
5
年
度

町
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
に
関
す
る
意

見
及
び
町
農
業
等
施
策
並
び
に
予
算
に
関

す
る
要
望
」
を
ま
と
め
、
10
月
4
日
に
平

山
町
長
へ
要
望
書
を
提
出
し
、
11
月
21
日

に
町
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

要
望
、
回
答
の
概
要
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。 

黒
：
要
望　

緑
：
回
答
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１ 

稲
作
部
門
に
つ
い
て

⑴
農
業
用
排
水
路
及
び
農
道
の
整
備
推
進 

【
要
望
】
各
地
で
豪
雨
災
害
が
頻
発
し

て
い
る
こ
と
や
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う

補
修
・
整
備
は
、
稲
作
農
家
に
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
整
備

に
係
る
県
単
補
助
金
の
町
負
担
分
の
上

乗
せ
や
町
単
独
土
地
改
良
事
業
費
補
助

金
の
引
き
上
げ
な
ど
支
援
の
拡
充
を
要

望
い
た
し
ま
す
。 

【
回
答
】
農
業
用
施
設
や
農
道
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
県
単
事
業
や
町
単
独
事

業
の
活
用
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
今
後
の
県
単
事
業
に
お
け
る

町
負
担
分
及
び
町
単
独
事
業
補
助
金
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
県
単
事
業
及

び
近
隣
市
町
の
補
助
金
等
の
動
向
を
見

極
め
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

   

２ 

畜
産
部
門
に
つ
い
て
　
　
　
　 

⑴
堆
肥
の
利
用
促
進 

【
要
望
】
本
町
は
、
畜
産
農
業
を
振
興

し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
副
産
物
と
し

て
堆
肥
が
発
生
し
年
々
増
加
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
堆
肥
に
つ
い

て
は
堆
肥
発
酵
処
理
施
設
等
に
よ
り
生

産
さ
れ
た
良
質
な
も
の
で
あ
る
た
め
、

畜
産
農
家
の
み
な
ら
ず
耕
畜
連
携
や
県

が
勧
め
て
い
る
「
水
田
を
利
用
し
た
園

芸
作
物
の
推
進
」
の
も
と
堆
肥
の
利
用

拡
大
推
進
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
耕
畜
連
携
に
係
る
循
環
型
農
業

の
推
進
を
図
る
た
め
、
町
農
業
公
社
を

窓
口
と
し
た
情
報
発
信
の
取
り
組
み
を

要
望
い
た
し
ま
す
。 

【
回
答
】
堆
肥
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
事
業
に
よ
り

飼
料
作
物
等
へ
の
転
作
を
誘
導
し
、
畜

産
農
家
へ
供
給
す
る
こ
と
や
、
畜
産
農

家
が
生
産
す
る
堆
肥
を
耕
種
農
家
へ
供

給
す
る
取
り
組
み
な
ど
、
循
環
型
農
業

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
般

の
飼
料
・
肥
料
の
価
格
高
騰
を
受
け
、

自
給
飼
料
の
生
産
や
地
域
内
の
堆
肥
の

更
な
る
有
効
活
用
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
栃
木
県
那
須
農
業
振
興
事
務
所

が
中
心
と
な
り
、
令
和
4
年
7
月
に

「
那
須
地
方
耕
畜
連
携
推
進
会
議
」
を

設
立
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
耕
畜
連

携
に
関
す
る
相
談
や
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

に
つ
い
て
那
須
地
域
の
関
係
機
関
・
団

体
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

  

３ 

農
村
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
　 

⑴
担
い
手
の
育
成
と
確
保 

【
要
望
】
地
域
農
業
の
核
と
な
る
新
た

な
担
い
手
の
育
成
、
合
わ
せ
て
担
い
手

の
確
保
に
よ
る
経
営
安
定
の
た
め
、
新

規
就
農
者
や
、
認
定
農
業
者
へ
の
支
援

及
び
後
継
者
対
策
に
か
か
る
婚
活
事
業

の
推
進
を
要
望
い
た
し
ま
す
。 

　

な
お
、
新
規
就
農
者
に
つ
い
て
は
、

就
農
に
か
か
る
技
術
の
習
得
、
資
金
の

調
達
や
、
住
宅
の
あ
っ
せ
ん
等
、
就
農

に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
図
る
よ
う

要
望
い
た
し
ま
す
。 

【
回
答
】
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
担
い
手

不
足
の
解
消
に
向
け
て
は
、
農
業
公
社

を
窓
口
と
し
、
新
規
就
農
に
関
す
る

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
や
各
種
補
助
支
援
、

後
継
者
対
策
等
を
含
め
た
、
担
い
手
の

育
成
・
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
新
規
就
農
者
に
対
す
る
サ

ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
署

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

  

４ 

農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て
　
　 

⑴
集
落
営
農
の
推
進 

【
要
望
】
担
い
手
農
家
の
育
成
と
合
わ

せ
、
集
落
営
農
を
基
礎
と
し
た
地
域
営

農
体
制
を
確
立
し
、
集
落
・
農
村
・
農

地
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　

集
落
営
農
の
役
割
は
、
農
地
の
集
団

的
利
用
の
み
な
ら
ず
、
遊
休
農
地
対
策
、

集
落
の
維
持
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
期
待
さ
れ
ま
す
。
つ
い
て
は
、
集
落

営
農
の
組
織
化
に
向
け
て
、
更
な
る
指

導
・
支
援
を
要
望
し
ま
す
。 

【
回
答
】
集
落
営
農
は
、
農
業
生
産
コ

ス
ト
の
低
減
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の

の
、
集
落
の
合
意
形
成
が
容
易
で
は
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
組
織
化
が
進
み
に
く
い
状

況
に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
営
農
体
制
に
つ
い
て
は
、
令
和
2

年
度
に
策
定
し
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を

基
礎
に
各
地
区
に
お
い
て
農
地
の
集

積
・
集
約
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
を
更
に
実
際
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、

誰
が
ど
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
く
の
か

に
つ
い
て
図
示
化
し
た
目
標
地
図
の
作

成
と
地
域
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
法

定
化
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
農
地
所
有

者
の
意
向
確
認
と
と
も
に
、
集
落
営
農

や
認
定
農
業
者
等
の
担
い
手
と
の
協

議
・
調
整
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

⑵
鳥
獣
害
対
策 

【
要
望
】
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
の
被

害
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
駆
除

体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
わ
な
等
の
資

格
取
得
に
関
し
て
の
支
援
、
電
気
柵
や

I
C
T
技
術
の
導
入
等
に
よ
る
被
害
防

止
に
関
す
る
支
援
の
拡
充
を
要
望
い
た

し
ま
す
。 

【
回
答
】
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等

へ
の
被
害
は
年
々
深
刻
化
・
広
域
化
し

て
お
り
、
早
急
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
町
と
し
ま
し
て
は
、
猟
友

会
に
よ
る
捕
獲
活
動
や
電
気
柵
設
置
に

伴
う
資
材
費
の
補
助
支
援
等
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と
連

携
し
被
害
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、

I
C
T
等
先
端
技
術
の
導
入
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

一人ひとりの農業者を応援する一人ひとりの農業者を応援する

農業者年金農業者年金
一人ひとりの農業者を応援する

担い手積立年金
国が支

える 安心が
大きく

なる

３つの要素を満たせばどなたでも加入できます！

詳しくはお問い合わせください　那須町農業委員会事務局　☎７２－６９２５

国民年金第１号被保険者
国民年金保険料納付免除者を除く

年間６０日以上
農業に従事

２０歳以上６０歳未満

農業者年金は、農業者のための公的な積立年金です。安心で豊かな老後のために、
農業者年金の加入をお考えください。

農 業 者
年 金 の
メリット

★少子高齢化に強い積立方式の年金です。
★終身年金で８０歳まで保証つきです。
★支払った保険料は全額社会保険料の控除の対象
★若年層には手厚い政策支援（国庫補助）

①60歳までに保険料納付期間等が20年以上見込まれること
②必要経費などを控除した後の農業所得が900万円以下であること
③下記の区分いずれかに該当する人
※保険料の国庫補助を受ける期間の保険料は2万円で固定され、加入者が負担する保険料は2万
円から国庫補助を差し引いた金額となります。

※区分3及び区分5の「後継者」は経営主の直系卑属
※国庫補助分を受給するには、受給するまでに農地等の権利や経営に関する名義を経営承継する
必要があります。

政策支援とは次の３つの要件を満たす方が受けられます。政策支援とは次の３つの要件を満たす方が受けられます。

⑶
I
C
T
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト

　
農
業
の
推
進 

【
要
望
】
I
C
T
等
の
先
進
技
術
の
導

入
は
、
農
作
業
の
省
力
化
、
労
働
力
不

足
の
解
消
、
生
産
性
の
向
上
等
に
寄
与

で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本

町
に
お
い
て
も
、
I
C
T
を
活
用
し
た

ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
組
に
つ
い
て
調
査

研
究
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。 

【
回
答
】
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
が
進
む
中
で
、
農
作
業
の
効
率
化

や
省
力
化
が
可
能
と
な
る
先
進
技
術
の

導
入
は
、
今
後
の
農
業
に
お
い
て
益
々

重
要
な
も
の
に
な
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。 

今
後
は
、
県
や
J
A
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た

I
C
T
化
に
向
け
て
調
査
・
研
究
し
て

ま
い
り
ま
す
。

 

⑷
農
業
委
員
会
体
制
の
強
化 

【
要
望
】
令
和
4
年
3
月
に
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

将
来
の
農
地
の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な

利
用
に
関
す
る
目
標
等
を
定
め
た
「
地

域
計
画
」
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
農

業
委
員
会
は
農
地
バ
ン
ク
等
と
協
力
し

て
目
標
と
す
る
地
図
の
素
案
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
伴
う
事
務
が

増
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
事
務
を
よ
り
実
効
性
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
、
農
業
委
員
会
体
制
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
務

局
職
員
の
増
員
を
強
く
要
望
し
ま
す
。 

【
回
答
】
農
業
委
員
会
体
制
の
強
化
に

係
る
事
務
局
職
員
の
増
員
に
つ
い
て
は
、

業
務
内
容
を
精
査
し
た
上
で
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

⑸
耕
作
放
棄
地
の
解
消 

【
要
望
】
毎
年
、
那
須
町
農
業
再
生
協

議
会
が
実
施
し
て
い
る
経
営
所
得
安
定

化
対
策
に
お
い
て
、
国
に
よ
る
米
施
策

が
見
直
し
さ
れ
、
平
成
30
年
度
か
ら
生

産
数
量
目
標
の
配
分
が
無
く
な
り
、
米

の
直
接
支
払
い
交
付
金
が
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
転
作
確
認
も

転
換
作
物
の
確
認
の
み
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
保
全
管
理
等
の
農
地
が
荒
廃
し

耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
耕

作
放
棄
地
の
解
消
を
図
る
上
で
、
転
換

作
物
以
外
の
調
査
を
実
施
し
、
対
策
を

講
じ
ら
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。 

【
回
答
】
転
作
に
つ
い
て
は
、
従
来
通

り
交
付
金
の
対
象
と
な
る
収
益
性
の
高

い
園
芸
作
物
へ
の
転
換
を
積
極
的
に
推

奨
す
る
な
ど
、
耕
作
放
棄
地
化
の
防
止

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
転
換
作

物
以
外
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
関
係
者

の
協
力
が
必
要
と
な
る
た
め
、
そ
の
有

効
性
を
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

区分 必 要 な 要 件 35歳未満 35歳以上
1 認定農業者で青色申告者 10,000円（5割） 6,000円（3割）

10,000円（5割） 6,000円（3割）

10,000円（5割） 6,000円（3割）

6,000円（3割） 4,000円（2割）

ー6,000円（3割）

2 認定農業者で青色申告者
区分１又は区分２の者と家族経営協定を締結し
経営に参画している配偶者又は後継者

認定農業者または青色申告者のいずれか一方を満たす
もので３年以内に両方を満たすことを約束した者

35歳まで（25歳未満の場合は10年以内）に区分1の者と
なることを約束した後継者

3

4

5

  

5 

国
・
県
に
対
し
て
要
望
さ
れ
た
い 

　

   

事
項
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　 

⑴
県
営
土
地
改
良
事
業
の
採
択
要
件
の

　
緩
和 

【
要
望
】
当
町
は
、
中
山
間
地
域
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
基
盤
整
備
事
業
に
係

る
受
益
面
積
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
基
盤
整

備
事
業
を
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
事
業
に
係
る
受
益
面
積

の
要
件
緩
和
を
要
望
い
た
し
ま
す
。 

【
回
答
】
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
を
促
進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
基
盤

整
備
事
業
に
係
る
採
択
要
件
の
緩
和
に

つ
い
て
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

⑵
農
地
中
間
管
理
事
業 

【
要
望
】
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
、

圃
場
整
備
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
た
事
業
採
択
要
件
の
緩
和

と
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
要
望
い

た
し
ま
す
。 

【
回
答
】
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用

し
た
農
地
の
集
積
・
集
約
化
は
耕
作
放

棄
地
解
消
に
有
効
な
手
段
で
あ
り
ま
す

が
、
本
町
に
お
い
て
は
、
現
況
と
公
図

の
不
一
致
な
ど
の
理
由
か
ら
農
地
中
間

管
理
機
構
を
活
用
し
に
く
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
今
後
は
中
山
間
地
域
な
ど
の

地
域
特
性
を
考
慮
し
た
要
件
と
な
る
よ

う
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

⑶
新
型
コ
ロ
ナ
や
社
会
経
済
情
勢
の
変

　
化
に
伴
う
農
業
支
援 

【
要
望
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
外
食
産
業
の
需
要
低
迷
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
起
因
す
る
、
肥
料
・

飼
料
等
の
高
騰
、
更
に
は
、
生
活
様
式

の
変
化
に
伴
う
コ
メ
消
費
量
の
減
少
な

ど
、
農
家
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

状
況
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
経
営

安
定
に
資
す
る
各
種
支
援
策
を
継
続
し

て
行
う
こ
と
を
要
望
い
た
し
ま
す
。 

【
回
答
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ

い
て
は
、
消
費
低
迷
に
よ
る
米
価
の
大

幅
な
下
落
等
を
は
じ
め
と
し
て
、
肥

料
・
燃
料
の
高
騰
等
、
農
業
経
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。 

　
町
と
し
ま
し
て
は
、
農
家
の
経
営
安

定
に
資
す
る
各
種
支
援
を
継
続
し
て
行

う
よ
う
、
国
・
県
に
対
し
て
要
望
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

⑷
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
に
係

　
る
交
付
対
象
要
件
の
緩
和 

【
要
望
】
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
交

付
金
に
係
る
交
付
対
象
要
件
の
緩
和
に

つ
い
て
国
で
は
、
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
に
係
る
交
付
対
象
水
田
の
見

直
し
に
よ
り
、
「
今
後
5
年
で
一
度
も

水
張
り
し
な
か
っ
た
水
田
」
に
つ
い
て

は
、
交
付
対
象
外
と
す
る
方
向
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
農
地
の
集
積
や
遊

休
農
地
の
解
消
を
妨
げ
る
一
因
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
交
付
対
象
と
な
る
た
め
の
要

件
の
緩
和
に
つ
い
て
、
国
・
県
へ
働
き
か

け
を
行
う
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。 

【
回
答
】
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
交

付
金
の
見
直
し
に
よ
り
、
交
付
対
象
水

田
か
ら
除
外
さ
れ
る
農
地
が
生
じ
る
こ

と
で
、
農
地
集
積
・
集
約
及
び
産
地
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
農
業
経
営
に

大
き
く
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
今
後
も
国
が
進
め
る
食
料
自
給
率

向
上
に
向
け
た
施
策
を
注
視
し
、
農
業

者
が
意
欲
あ
る
生
産
活
動
が
で
き
る
よ

う
国
・
県
に
対
し
て
要
望
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。 


